


＜プログラム＞
	
	時間
	テーマ
	講師（敬称略）

	5月
23日(土)
	09:00～09:30
	趣旨説明
	田中康雄（北海道大学大学院教授）

	
	09:30～11:30
	生活障害という視点
	田中康雄（前掲）

	
	11:30～12:30
	昼食（各自でお取り願います）

	
	12:30～14:30
	大学生支援について考える
	田中康雄（前掲）・山田順子（東京家政学院短期大学准教授）

	
	14:45～16:45
	事例から学ぶ
	田中康雄（前掲）

	
	17:00～18:00
	討議
	田中康雄（前掲）・山田順子（前掲）

	5月
24日(日)
	09:30～11:30
	社会への移行支援
	長須正明（東京聖栄大学専任講師）

	
	11:30～12:30
	昼食（各自でお取り願います）

	
	12:30～14:30
	就労支援について
	津富宏（静岡県立大学准教授）・田中康雄（前掲）

	
	14:45～15:45
	総括
	田中康雄・長須正明・津富宏・山田順子（前掲）


＜講師紹介＞

山田順子（やまだよりこ）先生 (心理学)

自らのベースを大学での学生への対応を始めとする「関わり合う」様々な人との連携からの学びとして、約30年「様々な障がいと、様々なサポートの可能性」を、また10年ほど、「インターネットの賢明な使い方と、その使用による危険性の予知と回避」をテーマに，試行錯誤しながらの実践と研究をしてきた。「発達障がい傾向」のある大学生の支援，および大学教員と「非定型発達の大学生」の保護者との対等な協力関係の構築についても、実践研究を行っている。

長須正明先生（教育社会学・教育計画）

高卒および高卒以下の学歴者のキャリア形成，無業者・非正規雇用労働者の社会的背景とライフスタイル，包括的な若者支援が主な研究分野。とくに学校から社会への「移行」（transition）に焦点を当てて社会学をベースに学際的なアプローチを試みている。また盛岡はじめいくつかの地域で若者サポートステーション等若者支援組織の運営に関わっている。

津富　宏先生（犯罪学・評価研究）
犯罪者・非行少年の処遇効果研究と社会から排除されやすい青少年の社会参加の支援を主に研究分野としている。2002年から静岡県で市民と雇用主のネットワークによるニート支援、2009年からは全国の少年院出院者の自助グループの立ち上げに取り組んでいる。

田中康雄　(児童精神医学) 

自らのベースを地域・家族・子どもの連携精神医学とし，子どもたちにある生きにくさを分析し，育者を中心にした家族や，地域社会の成熟を期待しながら，適切な支援を検討している。

今回の異分野，他分野の方々とのコラボレーションをもっとも楽しみにしている。
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　社会で生きていくことが，とても困難な時代になったと思われます。そこには，さまざまな要因があるのでしょうが，原因を特定することはより難しく，もし想定できても，それを改善することはもっと困難な気がします。


　今は，ともかく「生きていく」ことを第一に考えていかねばなりません。しかも，主体的に，少しでも豊かに，です。


　今回の「発達障害講座」は，特に発達障害のみに特定せずに，「生活することに困難さを抱えている」と想定される若者を対象としました。このことについては，企画者である私より当日詳しく述べたいと思っていますが，私は，発達障害の臨床を行い続けているうちに，当事者の課題を「治す」というよりも，当事者の周辺環境を「調整する」ことのほうが大切であると痛感し，さらにそもそもの課題とは，「生活上にある事柄」ということであるという，当たり前のことに気づきました。豊かに今を生きるためには，生活の工夫をすること，社会への参加の方法を検討することといった具体的な方策を本人家族と一緒になって創造していくことなのではないかと思うようになりました。


　そこで，今回は，教育現場から社会への転出という若者がたどるある時期を，いかに上手に乗り切るかについて，それぞれの実践者からの報告を聞き学びたいと思っています。支援場面は大学生活，大学から社会への移行段階，就労の３つです。


　まず問題提起を田中が報告し総論的に解説したうえで，大学で学生支援を実際に行っておられる山田先生（東京家政学院短期大学），また移行に焦点を当てて研究と支援の実践を続ける長須先生（東京聖栄大学），現在「静岡方式」と呼ぶ就労支援を展開している津富先生（静岡県立大学）の３名のかたの実践を報告していただきながら，議論を深めていきたいと思います。


　大学生の日常生活をいかに豊かなものにできるか，そして次のステップである，社会参加への円滑な後押しをどうしたらよいのでしょうか。　社会で「生きていく力･生き抜く力」をいかに育むか，これは青年だけではなく，現代を生きる我々すべての課題のように思います。　2日間，じっくりと一緒に考えてみませんか。　　　　　田中康雄（北海道大学大学院教授）


　























２００９年度　発達障害講座　１








期　日	：２００９年５月２３日（土）～２４日（日）


受講対象 ：教育、医療、相談、福祉、保育の各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味のある方々


定　員	：１５0名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認願います）


受講料	：１２,０００円（税込）　※　昼食は各自でお手配願います


会　場	：明治安田こころの健康財団２Ｆ講義室


（東京都豊島区高田3-19-10　03-3986-7021）


	ＪＲ山手線「高田馬場駅」又は地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


主　催　：財団法人　明治安田こころの健康財団


共　催　：北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター


1-4-14TEL：後　援


後援：宮城県・宮城県





生活に躓きやすい青年を支援する


　		～大学生活から就労支援までを考える～　　　　　　














